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特別会計
　町田市の中核病院として二次医
療を担っています。平成１２年３
月に新病棟が開設され、引き続き
第２・３期増改築事業を進めてい
きます。
【病院の改築・機器の購入】
　　　　　２億４６４９万１千円
　第２・３期増改築工事実施設計
委託、医療機器購入など。

病　　院

　能ヶ谷町及び大蔵町の各一部、
５．９ヘクタールの地区を整備す
るものです。市施行で、平成４年
度から実施しています。
【事業】１２億５５９３万９千円
（市の予算の他に、東京都から３

鶴川駅北土地区画整理

　根岸町、木曽町、常盤町及び矢
部町の各一部、１０１．９ヘクタ
ールの地区を整備するものです。

忠生土地区画整理
　全市水洗化を目指し、積極的に
事業を進めています。
【維持管理】
　　　　　３億４９５２万２千円
　公共下水道（管渠延長１１９９km）
の維持管理など。
【管渠の建設】
　　　　　　３５億５４０２万円
　上小山田汚水枝線外１５か所の

下 水 道

建設工事。
【町田下水処理場の管理】
　　　　１０億５１４４万８千円
【鶴見川クリーンセンターの管理】
　　　　　　　４億４０５７万円
【町田下水処理場の整備】
　　　　　　　２億６０００万円
　濃縮設備、薬品タンク、沈砂池
流出ゲート更新、水質測定機器設
置などの工事委託。

市施行で、昭和６０年度から実施
しています。
【事業】１８億６３７６万５千円
（市の予算の他に、東京都から
５１００万円交付されます。）
　工事業務、換地業務、補償業務、
文化財調査など。

億７９００万円交付されます。）
　工事業務、換地業務、補償業務
など。
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○バランスシート（平成１４年３月３１日現在）　　  　（単位：億円）
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【負債の部】 
１．固定負債 
　（１）地方債 
　（２）債務負担行為　
　（３）退職給与引当金
  
２．流動負債 
　（１）地方債翌年度償
　　  還予定額 
　（２）翌年度繰上充用
　　  額 
　（３）その他 　　
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【資産の部】 
１．有形固定資産 
　　うち土地 

２．投資等 
　（１）投資及び出資金
　（２）貸付金 
　（３）基金 
　　  ①特定目的基金 
　　  ②土地開発基金
　　  ③定額運用基金

３．流動資産 
　（１）現金・預金 
　　  ①財政調整基金
　　  ②減債基金 
　　  ③歳計現金 
　（２）未収金

９８１負　債　合　計
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【正味資産の部】 
１．国庫支出金 
２．都支出金 
３．一般財源等

３，６０１正味資産合計

４，５８２負債・正味資産合計４，５８２資　産　合　計
※四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しない場合があります。

　市では、このたび、行財政改革、財政情報の公開の一環として、平成１３年度決算を対象にバランスシートと行政コスト計算書を作成しました。
　バランスシートは、資産や負債の状況を示すもので、ある一時点における財政状況を明らかにするもの、また、行政コスト計算書は、行政サー
ビスを提供するのに要する費用とその財源を明らかにするものです。今回は、総務省から示されている統一基準により作成いたしました。
　なお、バランスシート・行政コスト計算書に関する資料は、市政情報課（やまびこ）・各図書館でご覧いただけます。また、市のホームページ
（http://www.city.machida.tokyo.jp/）にも掲載しています。

バランスシート・行政コスト計算書

○行政コスト計算書（平成１３年度）
（構成比）（単位：億円）【行政コスト】
２５．６％２４５．４１．人にかかるコスト
２３．１％２２１．０　（１）人件費
２．５％２４．３　（２）退職給与引当金繰入等
２７．３％２６１．３２．物にかかるコスト
１６．９％１６２．２　（１）物件費
１．２％１１．６　（２）維持補修費
９．１％８７．５　（３）有形固定資産減価償却費
４３．９％４２０．１３．移転支出的なコスト
１７．３％１６５．７　（１）扶助費
１１．７％１１２．３　（２）補助費等 
１０．５％１００．５　（３）繰出金
４．３％４１．６　（４）普通建設事業費（他団体等への補助金等）
３．２％３０．８４．その他のコスト
２．３％２２．２　（１）公債費（利子分のみ）
－－　（２）債務負担行為繰入 
０．９％８．６　（３）不納欠損額
１００．０％９５７．６行政コスト合計

【収入項目】
－２９．４１．使用料・手数料等
－１６５．５２．国庫（都）支出金
－８０２．０３．一般財源
－９９６．９小　　　　計
－２０．４４．正味資産国庫（都）支出金償却額　
－１，０１７．４収入項目合計

※四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しない場合があります。

用語説明 
【人にかかるコスト】　議員や職員に支払われる人件費。
【物にかかるコスト】　委託料、備品購入費等の物件費、施設の維
　持補修費、有形固定資産の減価償却費。
【移転支出的なコスト】　法等に基づき支給する扶助費、市民や団
　体等への補助金、国保会計や下水道会計等への繰出金。
【その他のコスト】　借入金の支払利息、不納欠損額。
【減価償却費】　土地以外の有形固定資産の価値がその年に減少し
　たと認められる額です。
【不納欠損額】　破産、倒産等により収納できなかった税金、使用
　料等です。

　平成１３年度の資産総額は
４５８２億円です。資産総額のう
ち９割は土地、建物等の有形固定
資産で占められており、これまで
形成されてきた社会資本が資産の
中心となっていることがわかりま
す。投資及び出資金、基金等の投

資等は２５７億円、現金、預金等
の流動資産は１３０億円です。こ
れに対して負債は９８１億円と総
資産の２１．４％であり、内訳は
地方債９８１億円、退職給与引当
金２６４億円です。差引正味資産
は ３６０１ 億 円 と 総 資 産 の
７８．６％を占めています。
　他都市と比べ、負債の割合は低
く、正味資産の割合は高くなって
おり、安定的な数値を示しています。

バランスシート
からわかること

　平成１３年度の行政コスト合計
額は９５８億円です。「人にかか
るコスト」は９割が職員等の給料
や手当等の人件費で２２１億円で
す。「物にかかるコスト」は有形
固定資産減価償却費の８７億と物
件費の１６２億円が主なものとな

っています。「移転支出的なコス
ト」は扶助費の１６６億円、補助
費等の１１２億円、特別会計等に
対する繰出金の１０１億円、他の
団体等に補助金として支出した普
通建設事業費の４２億円からなっ
ています。
　「人にかかるコスト」は減少傾
向にありますが、それ以外のコス
トは増加傾向にあります。

行政コスト計算書
からわかること

有形固定資産の目的別状況

用語説明       
【資産】　土地や建物、備品等の行政サービスを提供するために
　長期にわたって使用されるものを「有形固定資産」、現金や預
　金等を、「投資等」、「流動資産」に分類しています。 
【負債】　一般的に借金にあたるものです。翌年度中に返済され
　るものを「流動負債」、それ以外を「固定負債」といいます。 
【正味資産】　資産から負債を差し引いたものです。資産を形成
　するために使用した、市民の皆さんから納めていただいた税金
　等です。       
【退職給与引当金】　在職している職員が年度末に全員退職する
　と仮定した場合に支払うべき退職手当の総額をいいます。


